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［主催］聞き書き甲子園実行委員会
（農林水産省／文部科学省／環境省／公益社団法人国土緑化推進機構／公益社団法人全国漁港漁場協会／全国内水面漁業協同組合連合会／認定ＮＰＯ法人共存の森ネットワーク）
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1947 年 秋田に生まれる。芥川賞候補４回。小説やエ

ッセイ、絵本、翻訳と幅広い執筆活動を行う傍ら、普

通の人々の暮らしや職人の仕事を追って各地で聞き書

きを続けている。法隆寺最後の棟梁といわれた西岡常

一氏に聞き書きした『木のいのち木のこころ』の他、

著書に『天から石が』『失われた手仕事の思想』『大

黒柱に刻まれた家族の百年』『登頂 竹内洋岳』『もや

し屋―秋田今野商店の 100 年』など多数。第 1 回聞き書き甲子園より講師

を務める。

1953 年東京に生まれる。慶応義塾大学文学部西洋史

学科卒業。ＴＢＳ「朝のホットライン」「情報デスクＴ

ｏｄａｙ」「筑紫哲也ＮＥＷＳ23」などでリポーター

やキャスターを務める。檀ふみとの共著『ああ言えば

こう食う』で、第 15 回講談社エッセイ賞受賞。『ウメ子』

で、第 15 回坪田譲治文学賞、『婚約のあとで』で第

15 回島清恋愛文学賞を受賞するなど、作家として活

躍している。現在は TBS「サワコの朝」、テレビ朝日「た

けしの TV タックル」にレギュラー出演中。2012 年

に出版された『聞く力』は 170 万部のベストセラーとなっている。

プログラム

13:20-16:20

2018 .３.10.sat
会場

開会のあいさつ

：東京都庁都民ホール

名人認定証授与 / 高校生修了証書授与

優秀作品賞 / 写真賞授与

森・川・海の名人と高校生の体験談
（聞き手：塩野米松・阿川佐和子）
３組の名人と高校生が登壇します。

1 3 : 2 0 - 1 3 : 3 0

1 3 : 3 0 - 1 3 : 4 0

1 3 : 4 0 - 1 3 : 5 0

休憩1 4 : 5 0 - 1 5 : 0 0

1 5 : 0 0 - 1 6 : 1 5

1 3 : 5 0 - 1 4 : 5 0

閉会のあいさつ

みんなの作品			ゆるがたり

16: 1 5 - 1 6 : 2 0

［募金協力・企業寄付］株式会社ファミリーマート

□入場無料 / 定員 150 人（申込不要・先着順）

■会場：東京都庁都民ホール

□問合せ先：認定 NPO 法人共存の森ネットワーク（聞き書き甲子園実行委員会事務局）

TEL:03-6432-6580　FAX:03-6432-6590　MAIL:mori@kyouzon.org
〒156-0051 東京都世田谷区松原 1-11-26 コスモリヴェール松原 301

information.

［協賛・協力］トヨタ自動車株式会社 / 富士フイルムホールディングス株式会社 / アサヒグループホールディングス株式会社 / 京王電鉄株式会社 /

佐川急便株式会社 / 株式会社ティムコ / 株式会社トンボ / 株式会社長塚電話工業所 / 株式会社ベネッセホールディングス / マルハニチロ株式会社 /

一般財団法人環境文化創造研究所 / 公益財団法人一ツ橋文芸教育振興会 / 公益財団法人損保ジャパン日本興亜環境財団

［    共催    ］東京都環境局　　 ［    後援     ］全国知事会 / 全国市長会 / 全国町村会 / 公益社団法人経済同友会 / 経団連自然保護協会

［    助成    ］日本財団

（登壇：木村俊介・ほか２名）
みんなの作品ゆるがたり

インタビュアー。1977 年、東京都生まれ。著書

に『インタビュー』（ミシマ社）、『漫画編集者』（フ

ィルムアート社）、『善き書店員』（ミシマ社）、『料

理狂』（幻冬舎文庫）など、聞き書きに『調理場

という戦場』（斉須政雄／幻冬舎文庫）、『デザイ

ファミリーマートは「夢の掛け橋募金」を通じてこの活動を支援しています。

撮影：枦木功

優秀作品だけではなく、読み応えのある作品は他にもたくさんあります。

そんな１つ１つについて、聞き書きを生業とする木村俊介さんとお話しま

す。ときには会場にいる（実際に作品を書いた）高校生に質問を投げかけて、

聞き書き甲子園のリアルをみなさんと共有できたらと思います。なにより

も、聞き書きを最後までやりきった高校生みんなに拍手を送るような、身

内を褒めさせて頂くようで恐縮ですが、そんな場にしたいです。作品に浸

りながら高校生の声に耳を澄ませて、木村さんの言葉にハッとしつつ、ゆ

ったりと過ごす時間にしましょう。

▶会場では聞き書き甲子園にまつわる展示のほか、東京の自然公園のパネルを展示
　しています。

ンの仕事』（寄藤文平／講

談社）など、単行本構成に

『西尾維新対談集 本題』（講

談社）、『海馬』（池谷裕二・

糸井重里／新潮文庫）、『イ

チロー 262 のメッセージ』

（ぴあ）などがある。


